
東京慈恵会医科大学医学部看護学科　35期生　ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）

D１：主体的学修能力

ｄ１：生涯に渡り研鑽し続けることができるよう、
主体的に学修に取り組む力を身につける。

d２：ビジョン（将来像）とゴール（目標）を見直しな
がら、成長し続けることができる。

D2：課題解決能力

ｄ１：人々の多様な健康課題を明らかにし、それら
の課題を解決するための最善策を見出し、実践・
評価し続けることができる。

ｄ２：人々の多様な健康課題の解決に向けて、科学
的・研究的視点から研究成果を解釈し、看護実践
に活用できるとともに一連の研究過程を実施でき
る。

D4：地域医療連携能力

地域で暮らす人々の生活と健康の質を高めるた
めの目標を多職種と共有し、社会状況の変化に
応じた保健医療福祉システムにおける関連機関・
多職種と連携・協働する必要性と看護専門職の
果たす役割を理解し説明できる。

D７:メンバーシップ・

リーダーシップ

ｄ1：チームの目標達成や成長にむけて自己の
責任・役割を理解し、メンバーと協働することが
できる（メンバーシップ）。

d2：チームの目標達成や成長にむけてメンバー
の意識を高め、集団として成果を上げるために
チームを動かすことができる（リーダーシップ）。

D8：グローバル・

ダイバーシティの視点

d1:多様な特性をもつ人々の健康問題に焦点を
あてた看護職の取り組みと方法を理解し、説明

できる。

d2:実用的な語学力を備え、多様な背景をもつ
人々との人間関係を築くためのコミュニケーショ
ンを図ることができる

D6：教養に裏付けられた品
格を備えた態度

d1：社会規範意識を持ち、対象や周囲の状況にあわ
せた礼節を尽くす。

d2：人を慈しむ心をもち、豊かな教養と人間性を備え
る。

D5：倫理的姿勢

d1：自ら自己を内省する力を高め、自己と他者
の持つ価値観(考え方・言動)を尊重できる。

d2：看護の対象となる人々の最善の利益を保
証するために、その対象の権利を尊重し、対
象の立場に立って考え支援する姿勢をもてる。

D3: パートナーシップ

看護の対象となる人々に深い関心と理解を示し、
互いに尊重しあい協働して合意した目標に向かっ
て共に歩む関係を創ることができる。



東京慈恵会医科大学医学部看護学科　ディプロマ・ポリシー（34～32期生　卒業認定・学位授与の方針）

D１：主体的学修能力

ｄ１：生涯に渡り研鑽し続けることができるよう、
主体的に学修に取り組む力を身につける。

d２：自らのこうなりたいという将来像(ビジョン）と
目標（ゴール）に向かって自律した学修活動を行
い、その振り返りにより、ビジョンとゴールを見直
し、成長し続けることができる。

D2：課題解決能力

ｄ１：人々の多様な健康課題を明らかにし、それら
の課題を解決するための最善策を見出し、実践・
評価し続けることができる。

ｄ２：研究成果を解釈し、看護実践に活用できるとと
もに一連の研究過程を実施できる。

D4：地域医療連携能力

人々の生活と健康の質を高めるための目標を多
職種と共有し、社会状況の変化に応じた保健医
療福祉システムにおける関連機関・多職種と連
携・協働する必要性と看護専門職の果たす役割
を理解し説明できる。

D７:メンバーシップ・

リーダーシップ

ｄ1：チームの目標達成や成長にむけて自己の
責任・役割を理解し、メンバーと協働することが
できる（メンバーシップ）。

d2：チームの目標達成や成長にむけてメンバー
の意識を高め、集団として成果を上げるために
チームを動かすことができる（リーダーシップ）。

D8：国際的視野

d1:実用的な英語力を備え、自分の言葉で話し、
新しい人間関係を築くためのコミュニケーション
能力をもつことができる。

d2:他国の人々の健康問題に焦点をあてた看護
職の取り組みと方法を理解し、それに基いてキャ
リアデザインを描くことができる。

D6：教養に裏付けられた品
格を備えた態度

d1：社会規範意識を持ち、対象や周囲の状況にあわ
せた礼節を守ることができる。

d2：人を慈しむ心を持ち、ゆたかな人間性を備えるこ

とができる。

D5：倫理的姿勢

d1：自ら自己を内省する力を高め、自己と他者
の持つ価値観(考え方・言動)を尊重できる。

d2：看護の対象となる人々の最善の利益を保
証するために、その対象の権利を尊重し、対
象の立場に立って考え支援する姿勢をもつこ
とができる。

D3: パートナーシップ

看護の対象となる人々に関心と理解を示し、互い
に尊重しあい協働して合意した目標に向かって共
に歩む関係を創ることができる。



2026年度

L1

L2

L3

L4

L1

１．ビジョンとゴールを設定する意味や手法を理解できる。

２．ビジョンとゴールを設定するために適切な情報を獲得できる。

３．獲得した情報に基づき、自分が向かうビジョンとゴールを設定し、それを、わかりやすく記述できる。

４．ゴールの到達状況を、新たに獲得した情報に基づきリフレクションする意味を理解できる。

L2

L3

L4

L1

１．人々の健康課題に関心をもつことができる。

２．看護における課題解決に必要な基礎的知識の重要性を理解し、修得できる。

３．看護における課題解決に必要な日常生活援助技術を修得できる。

４．看護における対象者の健康課題を捉え、その解決策を考え実施する

５．対象と自己の安全性を確保するために日々の自身の体調を管理することができる。

６．安全・安楽に医療上の事故・インシデントやそのリスク因子について説明できる

L2

１．看護における課題解決に必要な専門的知識の重要性を理解し、修得できる。

２．課題解決のために専門的知識・技術を活用し、必要な情報を選定し、整理できる。

３．整理した情報を解釈し、課題を導き出せる。

４．課題解決するための計画を立案できる。

５．計画を安全・安楽に実践し、評価できる。

６．根拠に基づいた課題解決プロセスを実施できる。

７．対象と自己の安全を確保するために、自身の体調を管理することができる。

８．医療上の事故・インシデントに対する対応策を実施できる

L3

１．対象や場の特性に応じて、課題解決のために専門的知識・技術を活用し、必要な情報を選定し、整理できる。

２．対象や場の特性に応じて、情報を解釈し、課題を導き出せる。

３．対象や場の特性に応じて、課題解決するための計画を立案できる。

４．対象や場の特性に応じて、計画を安全・安楽に実施し、評価できる。

５．対象や場の特性に応じて、科学的根拠に基づいた課題解決プロセスを実施できる。

６．対象と自己の安全を確保するために、自身の体調管理を行うことができる。

７．対象や場の特性に応じた看護実践における安全の確保と対策を講じることができる。

D1：

主体的学修能力

ｄ１：生涯に渡り研鑽し続けることができる

よう、主体的に学修に取り組む力を身につけ

ることができる。

１．授業のための事前準備をして授業に臨むことができる。

２．授業のための事前準備した資料などをもとに、自分の意見を持ち授業に臨むことができる。

３．資料等をもとに、学生同士や教員と意見交換することができる。

４．自らの興味や疑問に対し学修計画をたてて学修に取り組み、自ら評価することができる。

５．生涯、どのように学修を研鑽し続けていくのか、具体的な学修方法を見出すことができる。

d２：ビジョン（将来像）とゴール（目標）を見直

しながら、成⾧し続けることができる。

１．下記視点をもって学修活動についてリフレクションを行い、ビジョンとゴールを見直すことができる。

＜視点＞

8つのＤＰについて

・学びを蓄積している。

・到達度をルーブリックに基づいて確認している。

・ゴールの達成状況を評価している。

・ビジョンを見直し新たなゴールを設定している。

２．リフレクションによってビジョンとゴールの見直しを繰り返している。

３．主体的にリフレクションを行いビジョンとゴールの見直しを繰り返し、卒業後のキャリアを描いている。

 東京慈恵会医科大学医学部看護学科ディプロマ・ポリシー35期性（卒業認定・学位授与の方針） / カリキュラム・ルーブリック    

趣旨
 当学科DPは，本学の学祖・高木兼寛の建学の精神と信念のもと設定した教育理念「資質の高い看護実践者の育成」，および，看護学への社会的要請に基づく教育目標を学士課程に

おいて達成するための方針です。

 人に深い関心をよせ慈しむ心を基盤に，「主体的学修能力」「課題解決能力」「パートナーシップ」「地域医療連携能力」「倫理的姿勢」「教養に裏付けられた品格を備えた態度」

「メンバーシップ・リーダーシップ」「国際的視野」8能力を涵養する科目について、看護師の教育課程、保健師の教育課程に定められた所定の単位を修得した者に卒業単位を認め学

士の学位を授与します。
慈しむ：大切にする（広辞苑）。慈恵医大の「慈」は，慈善病院として創設したところから始まり，学祖が重視した“患者の痛みがわかる，人間味のある・・すなわち品性（人がら）を併せ持つ医療人の育成”にあった。品性の根本は

弱者に対する愛である。その後，慈恵医大は，人間性豊かな医療人を輩出して行ったという歴史的な実績をもつ。

品性：人がら，人格

品格：物のよしあしの程度，品位，気品

DP ﾚﾍﾞﾙ

用語解
１．獲得した情報：学修によって得られた知識、技術、自分の行動や態度の変化、他者からの評価等

２．ルーブリック：課題をいくつかの評価指標に分け，その評価指標ごとに評価基準を満たすﾚﾍﾞﾙについて詳細に説明したもの

３．評価指標：学習活動に応じたより具体的な到達目標

４．評価基準：どの程度達成できればどの評点を与えられるのかの特徴の記述

５．リフレクション(振り返り)：それまでの経験・成⾧、達成を思い起こして分析し、次の段階へにむけての自分のあり方（行動等）を計画する思考をいう。省察ともいう。

６．学修：自ら進んで勉学し、一定の学問や技術を学んで身につけること。

７．ビジョンとゴール：ビジョンとは、自らのこうなりたいという将来像である。ゴールとは、目標である。

８．チーム：何らかの目標達成のために協働するメンバーの集まり。

９．保健医療福祉システム：地域において、保健、医療ならびに福祉の法・制度にもとづき，各組織・機関が連携しサービスを一体的に提供する仕組み。

10．地域で暮らす人々：看護の対象である個人，家族，特定集団など地域で生活するすべての人々

11．健康課題：健康とは疾病や障がいの有無、あるいは発達段階の違いにかかわらず、身体的、精神的、および社会的に満たされた状態をいう。健康課題とは、個人、家族、集団また

は地域社会が健康の回復・維持・増進に向けて解決が必要なことがらとする。

12．国際看護：地球規模の保健医療に関する課題の解決に向け、国境の概念を越えて、保健医療の向上と格差の是正に取り組む看護活動。

13．品格：社会的規範意識を持ち、礼節を守りつつ、人を慈しむこと

14. グローバル・ダイバーシティ：個人、集団、社会における多様な特性（年齢、性別、人種、民族、性的指向、性自認、家族構成、地理的場所、国籍、移民・難民、言語、生活を著

しく制限する障害、宗教的信念、社会経済的地位などを含む）を理解し、すべての人々の健康、公平性、アドボカシーを尊重した看護活動を地球規模で考える能力

D2：

課題解決能力

ｄ１：人々の多様な健康課題を明らかにし、

それらの課題を解決するための最善策を見出

し、実践・評価し続けることができる。
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2026年度

DP ﾚﾍﾞﾙ

L4

１．対象や場の特性の広がりと複雑性に応じて、課題解決のために専門的知識・技術を活用し、必要な情報を選定し、整理できる。

２．対象や場の特性の広がりと複雑性に応じて、情報を解釈し、課題を導き出せる。

３．対象や場の特性の広がりと複雑性に応じて、課題解決するための計画を立案できる。

４．対象や場の特性の広がりと複雑性に応じて、計画を安全・安楽に実施し評価することを繰り返し行える。

５．対象や場の特性の広がりと複雑性に応じて、科学的根拠に基づいた課題解決プロセスを実施できる。

６．対象と自己の安全を確保するために、自身の体調管理を行うことができる。

７．医療チームや組織で安全な医療環境を形成していくために、看護の視点で活動に参画できる。

L1

１．興味・関心のある文献を検索することができる。

２．文献を読んで内容を理解することができる。

３．看護における研究の必要性を説明できる。

L2

１．科学的根拠（研究成果）の内容を理解し、活用できる。

２．看護研究に必要な統計手法を理解できる。

３．看護専門領域における研究の意味や活用方法を説明できる。

L3

１．対象特性に応じて科学的根拠（研究成果）を探索して看護実践に活用できる。

２．研究の意義と方法を説明できる。

３．文献レビューし自らの研究テーマを見出せる。

４．倫理的に配慮された研究計画書を立案できる。

L4

１．対象特性に応じて科学的根拠（研究成果）を看護実践に活用できる。

２．立案した計画に基づいてデータ収集・分析まで倫理的にを実施できる。

３．研究成果をまとめ、今後の看護実践に向けた考察ができる。

４．研究成果を論文化し、発表できる。

L1

１．看護の対象を全人的に理解する重要性を説明できる。

２．看護の対象を全人的に理解するための基礎的知識を説明できる。

３．看護学生であることを意識し、看護の対象を気づかう行動をとることができる。

４．関係形成の基礎的知識を活用したコミュニケーションをとることができる。

L2

１．看護の対象を全人的に理解する方法を説明できる。

２．看護の対象へ関心をよせ、コミュニケーションをとることができる。

３．看護の対象の考えや選択を尊重する重要性を説明できる。

４．看護の対象と家族のケアへの参加と意思決定を支える重要性を説明できる。

５．看護の対象に関心をよせ、対象を尊重する行動をとることができる。

L3

１．看護の対象を全人的に理解する知識と方法を実践に活用できる。

２．看護の対象と共感的コミュニケーションを通して互いの考えを伝え合うことができる。

３．看護の対象や家族が意思決定を行うための情報共有ができる。
L4 １．看護の対象と互いに考えを伝え合うことを通じて、合意形成をした上で目標を共有し協働できる。

L1

１．地域で暮らす人々の「生活」について説明できる。

２．各発達段階にある人々の「生活」を衣食住、家族、仕事、経済、他者との交流など具体的な視点からとらえ、説明できる。

３．人々が生活する「地域」の概況を人口統計、社会・経済、環境、歴史等多様な側面からとらえ、説明できる。

４．多様な「健康」のあり方を説明できる。

５．「生活」と「健康」の関連を説明できる。

６．保健医療福祉の各専門職の活動について説明できる。

７．保健医療福祉に関する人・場所・制度を調べ、説明できる。

８．保健医療福祉に関するデータを調べ、分析し、結果を説明できる。

９．保健医療福祉における看護専門職の役割を説明できる。

L２

１．地域で暮らす人々の生活と健康の質に影響する要因を説明できる。

２．施設から在宅への移行支援の必要性を説明できる。

３．医療・介護・保健分野で集積されるデータの内容や法的根拠、看護に活用する意義を説明できる。

４．保健医療福祉システムにおける多機関・多職種の活動内容と機能を説明できる。

５．保健医療福祉システムにおける多機関・多職種連携，協働について説明できる。

６．保健医療福祉システムにおける多機関・多職種の中での看護専門職の役割を説明できる。

L３

１．地域で暮らす人々の健康状態や特性をアセスメントしニーズを明確にすることができる。

２．ニーズに基づく目標を明確にすることができる。

３．収集した情報や医療・介護・保健分野で集積されるデータの分析から、根拠をもって支援計画を立案できる。

４．多職種と共有する目標を達成するための看護専門職の役割を理解し説明できる。

５．保健医療福祉システムにおける看護専門職が関わる場に参加しニーズに応じた看護を看護師と共に実践し、その意義を説明できる。

L４

１．保健医療福祉システムにおける支援目標を達成するための具体的な方略を考え、多職種に説明できる。

２．保健医療福祉システムにおける討議において看護専門職の立場で参加し発言できる。

３．保健医療福祉システムにおける支援計画に基づいた看護実践を行うことができる。

４．保健医療福祉システムにおけるチームの一員である看護専門職の役割上の課題を抽出し説明できる。

L1

1.コミュニケーションを通じて自己と他者の価値観の相違に気づき説明できる。

2.文章や口述等行動表現を用いて、自己の考えを他者に解りやすく伝えることができる。

3.自己と他者との価値観の相違を尊重する重要性を理解し説明できる。

4.創造的学習における倫理に反する不正行為を理解し説明できる（レポートや論文における盗用・剽窃(plagiarism)，剽窃ほう助，言語生成系AI

ツールの誤った活用）
L2

L3

L4
1.権利を侵害する他者の行為に気づき、相手を尊重しつつ(権利侵害行為について)伝え合うことができる。

2.自らが自己・他者のもつ価値観を尊重した行動を実践できる。

L1
1.他者とコミュニケーションしながら価値観の違いを理解し考えを調整できる。

2.人間の権利・倫理原則・看護倫理について知識を獲得できる。

L2

1.看護の対象となる人々の権利について考えを説明できる。

2.看護の対象となる人々の立場や考えを理解することの難しさを説明できる．

3.看護の対象となる人々の立場に立って支援することの難しさを説明できる。
L3

L4

D2：

課題解決能力

ｄ２：人々の多様な健康課題の解決に向け

て、科学的・研究的視点から研究成果を解釈

し、看護実践に活用できるとともに一連の研

究過程を実施できる。

D3:

パートナーシッ

プ

 看護の対象となる人々に深い関心と理解を

示し、互いに尊重しあい協働して合意した目

標に向かって共に歩む関係を創ることができ

る。

D4：

地域医療連携

能力

地域で暮らす人々の生活と健康の質を高める

ための目標を多職種と共有し、社会状況の変

化に応じた保健医療福祉システムにおける関

連機関・多職種と連携・協働する必要性と看

護専門職の果たす役割を理解し説明できる。

D5：

倫理的姿勢

d1：自ら自己を内省する力を高め、自己と他

者の持つ価値観(考え方・言動)を尊重できる。
1.自身の言動が他者の価値観を否定したり、権利を侵害したりしていなかったか，振り返ることができる。

2. 他者の権利を擁護することの重要性を理解し説明できる。

d2：看護の対象となる人々の最善の利益を保

証するために、その対象の権利を尊重し、対

象の立場に立って考え支援する姿勢をもて

る。
1.対象者の最善の利益を保証するための適切な判断の難しさを知り、対象の立場に立った自己の考えをもつことができる。

2.看護の対象となる人々の権利を侵害する事象に気づき、その気づきを表現し討議できる。
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L1 １．メンバーの役割とその必要性を理解し、メンバー間で共有しながら目標に向かって行動できる。
L2

L3

L4 １．チームの目標達成や成⾧にむけて相互理解をし、協調的な行動をとることができる。
L1 １．リーダーの役割とその必要性を理解し、メンバーと共に目標に向かって行動できる。

L2

１．リーダーシップを発揮するためにはどうしたらよいかを説明できる。

２．メンバーと目標を共有し、達成するための提案を行うことができる。

３．メンバーを励まし、助言、サポートすることができる。

４．自らの行動を振り返って適切なリーダシップのあり方を考察し、説明できる。

L3
１．目標達成のためにメンバーと公平に接し、メンバーへの動機付けが必要であることを説明できる。

２．目標達成のためにメンバーと公平に接し、メンバーの動機付けができる。

L4
１．看護管理（人材管理・業務管理・ストレス管理等）について説明できる。

２．チームのメンバーと、成果をあげるための具体的な計画・方法を考え、自らが率先して行動する。

L1
１．多様な人々の健康に関心をもつことができる。

２．国際的なニュースに好奇心を持ち、探索することができる。

L2

１．地球規模で取り組むべき健康・医療問題であるプラネタリーヘルスに関する知識を利用して、自己の学修課題を見出すことができる。

２．ダイバーシティ：異なる文化・人種・宗教・ジェンダー・価値観などを受け入れる柔軟性をもち、公正公平な看護の在り方を考えることがで

きる。

３．ダイバーシティ・エクイティ・インクルージョンの実現における看護職の役割について理解を深めることができる。

４．グローバルに看護活動を展開するための方法を理解し、説明できる。

５．国際的な活動に関心を持ち、参加することができる。

L3

L4

L1

L2

L3

１．自らの考えを他者へ英語で伝え、対象理解を深めることができる。

２．英語文献を自ら検索して読み解き、グローバル・ダイバーシティの視点から得られた知見を通して自身の研究テーマや看護実践を考えることが

できる。

L4

１．医療看護に必要な外国語を用いてコミュニケーションを行い対象の理解を深め、看護を実践できる。

２．英語文献を自ら検索して読み解き、グローバル・ダイバーシティの視点から得られた知見を通して自身の研究や看護実践につなげることができ

る。

D6：

教養に裏付けら

れた品格を備え

た態度

d1：社会規範意識を持ち、対象や周囲の状況

にあわせた礼節を尽くす。

L

1

-

L

4

1.相手を尊重する姿勢（身だしなみ、言葉使い、挨拶、立ち振る舞い等）をとることができる。

2.学生として公正な責任ある行動をとることができる（時間を守ることができる、報告・連絡・相談ができる、見せない・渡さない・もらわない

公正）。

3.学びの過程にある者としての誠実で積極的な学習態度をとることができる（ルールを順守できる）。

4.看護学生として社会生活の秩序を保つために状況に合わせた行動をとることができる。

d2：人を慈しむ心をもち、豊かな教養と人間

性を備える。

L

1

-

L

4

1.本学の歴史的背景を知り、創設の理念を理解し説明できる。

2.多様性に基づく「人間」と「社会」に対する理解について深めることができる。

3.人の痛み・苦痛や喜びを深く受けとめ，それを表現できる。

4.よりよく人と関わろうとする態度をとることができる。

D７：

メンバーシッ

プ・リーダー

シップ

D8：

グローバル・

ダイバーシティ

の視点

d1:多様な特性をもつ人々の健康問題に焦点を

あてた看護職の取り組みと方法を理解し、説

明できる。

１．ダイバーシティ：異なる文化・人種・宗教・ジェンダー・価値観などを受け入れ、多様な文化・社会的背景をもつ人々への看護の在り方を考

え、対象を尊重する行動をとることができる。

２．ダイバーシティ・エクイティ・インクルージョンの理解を深め、看護職として意思決定し、適切な態度をとるができる。

３．国際社会における看護の役割について理解し、説明できる。

d2:実用的な語学力を備え、多様な背景をもつ

人々との人間関係を築くためのコミュニケー

ションを図ることができる

１．多様な背景をもつ人々と外国語を用いて交流を図ることができる。

２．看護の現場で使用される医療英語を理解することができる。

３．コミュニケーションにおける積極性・外向性・対象への関心をもつことができる。

ｄ1：チームの目標達成や成⾧にむけて自己の

責任・役割を理解し、メンバーと協働するこ

とができる（メンバーシップ）。

１．メンバーシップを発揮するためにはどうしたらよいかを説明できる。

２．他者の考えを理解し、新たな自分の考えや気づきをメンバーに伝えることができる。

d2：チームの目標達成や成⾧にむけてメン

バーの意識を高め、集団として成果を上げる

ためにチームを動かすことができる（リー

ダーシップ）。
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L1

L2

L3

L4

L1

１．ビジョンとゴールを設定する意味や手法を理解できる。

２．ビジョンとゴールを設定するために適切な情報を獲得できる。

３．獲得した情報に基づき、自分が向かうビジョンとゴールを設定し、それを、わかりやすく記述できる。

４．ゴールの到達状況を、新たに獲得した情報に基づきリフレクションする意味を理解できる。

L2

L3

L4

L1

１．人々の健康課題に関心をもつことができる。

２．看護における課題解決に必要な基礎的知識の重要性を理解し、修得できる。

３．看護における課題解決に必要な日常生活援助技術を修得できる。

４．看護における対象者の健康課題を捉え、その解決策を考え実施する

５．日々の自身の体調を管理することができる。

６．安全・安楽に医療上の事故・インシデントやそのリスク因子について説明できる

L2

１．看護における課題解決に必要な専門的知識の重要性を理解し、修得できる。

２．課題解決のために専門的知識・技術を活用し、必要な情報を選定し、整理できる。

３．整理した情報を解釈し、課題を導き出せる。

４．課題解決するための計画を立案できる。

５．計画を安全・安楽に実践し、評価できる。

６．根拠に基づいた課題解決プロセスを実施できる。

７．対象と自己の安全を確保するために、自身の体調を管理することができる。

８．医療上の事故・インシデントに対する対応策を実施できる

L3

１．対象や場の特性に応じて、課題解決のために知識・技術を活用し、必要な情報を選定し、整理できる。

２．対象や場の特性に応じて、情報を解釈し、課題を導き出せる。

３．対象や場の特性に応じて、課題解決するための計画を立案できる。

４．対象や場の特性に応じて、計画を安全・安楽に実施し、評価できる。

５．対象や場の特性に応じて、科学的根拠に基づいた課題解決プロセスを実施できる。

６．対象と自己の安全を確保するために、自身の体調管理を行うことができる。

７．対象や場の特性に応じた看護実践における安全の確保と対策を講じることができる。

L4

１．対象や場の特性の広がりと複雑性に応じて、課題解決のために知識・技術を活用し、必要な情報を選定し、整理できる。

２．対象や場の特性の広がりと複雑性に応じて、情報を解釈し、課題を導き出せる。

３．対象や場の特性の広がりと複雑性に応じて、課題解決するための計画を立案できる。

４．対象や場の特性の広がりと複雑性に応じて、計画を安全・安楽に実施し評価することを繰り返し行える。

５．対象や場の特性の広がりと複雑性に応じて、科学的根拠に基づいた課題解決プロセスを実施できる。

６．対象と自己の安全を確保するために、自身の体調管理を行うことができる。

７．医療チームや組織で安全な医療環境を形成していくために、看護の視点で活動に参画できる。

 東京慈恵会医科大学医学部看護学科ディプロマ・ポリシー32ʛ34期生（卒業認定・学位授与の方針） / カリキュラム・ルーブリック    

趣旨
 当学科DPは，本学の学祖・高木兼寛の建学の精神と信念のもと設定した教育理念「資質の高い看護実践者の育成」，および，看護学への社会的要請に基づく教育目標を学士課程に

おいて達成するための方針です。

 人に深い関心をよせ慈しむ心を基盤に，「主体的学修能力」「課題解決能力」「パートナーシップ」「地域医療連携能力」「倫理的姿勢」「教養に裏付けられた品格を備えた態度」

「メンバーシップ・リーダーシップ」「国際的視野」8能力を涵養する科目について、看護師の教育課程、保健師の教育課程に定められた所定の単位を修得した者に卒業単位を認め学

士の学位を授与します。
慈しむ：大切にする（広辞苑）。慈恵医大の「慈」は，慈善病院として創設したところから始まり，学祖が重視した“患者の痛みがわかる，人間味のある・・すなわち品性（人がら）を併せ持つ医療人の育成”にあった。品性の根本は

弱者に対する愛である。その後，慈恵医大は，人間性豊かな医療人を輩出して行ったという歴史的な実績をもつ。

品性：人がら，人格

品格：物のよしあしの程度，品位，気品

用語解
１．獲得した情報：学修によって得られた知識、技術、自分の行動や態度の変化、他者からの評価等

２．ルーブリック：課題をいくつかの評価指標に分け，その評価指標ごとに評価基準を満たすﾚﾍﾞﾙについて詳細に説明したもの

３．評価指標：学習活動に応じたより具体的な到達目標

４．評価基準：どの程度達成できればどの評点を与えられるのかの特徴の記述

５．リフレクション(振り返り)：それまでの経験・成⾧、達成を思い起こして分析し、次の段階へにむけての自分のあり方（行動等）を計画する思考をいう。省察ともいう。

６．学修：自ら進んで勉学し、一定の学問や技術を学んで身につけること。

７．ビジョンとゴール：ビジョンとは、自らのこうなりたいという将来像である。ゴールとは、目標である。

８．チーム：何らかの目標達成のために協働するメンバーの集まり。

９．保健医療福祉システム：地域において、保健、医療ならびに福祉の法・制度にもとづき，各組織・機関が連携しサービスを一体的に提供する仕組み。

10．地域で暮らす人々：看護の対象である個人，家族，特定集団など地域で生活するすべての人々

11．健康課題：健康とは疾病や障がいの有無、あるいは発達段階の違いにかかわらず、身体的、精神的、および社会的に満たされた状態をいう。健康課題とは、個人、家族、集団また

は地域社会が健康の回復・維持・増進に向けて解決が必要なことがらとする。

12．国際看護：地球規模の保健医療に関する課題の解決に向け、国境の概念を越えて、保健医療の向上と格差の是正に取り組む看護活動。

13．品格：社会的規範意識を持ち、礼節を守りつつ、人を慈しむこと

DP ﾚﾍﾞﾙ

d２：ビジョン（将来像）とゴール（目標）を見直

しながら、成⾧し続けることができる。

１．下記視点をもって学修活動についてリフレクションを行い、ビジョンとゴールを見直すことができる。

＜視点＞

8つのＤＰについて

・学びを蓄積している。

・到達度をルーブリックに基づいて確認している。

・ゴールの達成状況を評価している。

・ビジョンを見直し新たなゴールを設定している。

２．リフレクションによってビジョンとゴールの見直しを繰り返している。

３．自主的にリフレクションを行いビジョンとゴールの見直しを繰り返し、卒業後のキャリアを描いている。

D2：

課題解決能力

ｄ１：人々の多様な健康課題を明らかにし、

それらの課題を解決するための最善策を見出

し、実践・評価し続けることができる。

D1：

主体的学修能力

ｄ１：生涯に渡り研鑽し続けることができる

よう、主体的に学修に取り組む力を身につけ

ることができる。

１．授業のための事前準備をして授業に臨むことができる。

２．授業のための事前準備した資料などをもとに、自分の意見を持ち授業に臨むことができる。

３．資料等をもとに、学生同士や教員と意見交換することができる。

４．自らの興味や疑問に対し学修計画をたてて学修に取り組み、自ら評価することができる。

５．生涯、どのように学修を研鑽し続けていくのか、具体的な学修方法を見出すことができる。

C2024-296
テキストボックス

C2024-296
テキストボックス
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L1

１．興味・関心のある文献を検索することができる。

２．文献を読んで内容を理解することができる。

３．看護における研究の必要性を説明できる。

L2

１．科学的根拠（研究成果）の内容を理解し、活用できる。

２．看護研究に必要な統計手法を理解できる。

３．看護専門領域における研究の意味や活用方法を説明できる。

L3

１．対象特性に応じて科学的根拠（研究成果）を探索して看護実践に活用できる。

２．研究の意義と方法を説明できる。

３．文献レビューし自らの研究テーマを見出せる。

４．倫理的に配慮された研究計画書を立案できる。

L4

１．対象特性に応じて科学的根拠（研究成果）を看護実践に活用できる。

２．立案した計画に基づいてデータ収集・分析までを実施できる。

３．研究成果をまとめ、今後の看護実践に向けた考察ができる。

４．研究成果を論文化し、発表できる。

L1

１．看護の対象を全人的に理解する重要性を説明できる。

２．看護の対象を全人的に理解するための基礎的知識を説明できる。

３．看護学生であることを意識し、看護の対象を気づかう行動をとることができる。

４．関係形成の基礎的知識を活用したコミュニケーションをとることができる。

L2

１．看護の対象を全人的に理解する方法を説明できる。

２．看護の対象へ関心をよせ、コミュニケーションをとることができる。

３．看護の対象の考えや選択を尊重する重要性を説明できる。

４．看護の対象と家族のケアへの参加と意思決定を支える重要性を説明できる。

５．看護の対象に関心をよせ、対象を尊重する行動をとることができる。

L3

１．看護の対象を全人的に理解する知識と方法を実践に活用できる。

２．看護の対象と共感的コミュニケーションを通して互いの考えを伝え合うことができる。

３．看護の対象や家族が意思決定を行うための情報共有ができる。
L4 １．看護の対象と互いに考えを伝え合うことを通じて、目標を共有し協働できる。

L1

１．地域で暮らす人々の「生活」について説明できる。

２．各発達段階にある人々の「生活」を衣食住、家族、仕事、経済、他者との交流など具体的な視点からとらえ、説明できる。

３．人々が生活する「地域」の概況を人口統計、社会・経済、環境、歴史等多様な側面からとらえ、説明できる。

４．多様な「健康」のあり方を説明できる。

５．「生活」と「健康」の関連を説明できる。

６．保健医療福祉の各専門職の活動について説明できる。

７．保健医療福祉に関する人・場所・制度を調べ、説明できる。

８．保健医療福祉における看護師の役割と機能を説明できる。

L２

１．人々の生活と健康の質に影響する要因を説明できる。

２．施設から在宅への移行支援の必要性を理解できる。

３．保健医療福祉システムにおける多機関・多職種の活動内容と機能を理解し，説明できる。

４．保健医療福祉システムにおける多機関・多職種連携，協働について理解し，説明できる。

５．保健医療福祉システムにおける看護専門職の役割を理解し，説明できる。

L３

１．地域で暮らす人々の健康状態や特性をアセスメントしニーズを明確にすることができる。

２．地域で暮らす人々への支援計画を立案し，その目標を多職種と共有できる

３．多職種と共有する目標を達成するための看護専門職の役割を理解し説明できる。

４．保健医療福祉システムにおける看護専門職が関わる場に参加しニーズに応じた看護を看護師と共に実践できる。

L４

１．保健医療福祉システムにおける支援目標を達成するための具体的な方略を考え、多職種に説明できる。

２．保健医療福祉システムにおける討議において看護の立場で参加し発言できる。

３．保健医療福祉システムにおける支援計画に基づいた看護実践を行うことができる。

４．保健医療福祉システムにおけるũŘŹの一員である看護専門職の役割上の課題を抽出し説明できる。

L1

1.コミュニケーションを通じて自己と他者の価値観の相違に気づき説明できる。

2.文章や口述等行動表現を用いて、自己の考えを他者に解りやすく伝えることができる。

3.自己と他者との価値観の相違を尊重する重要性を理解し説明できる。

4.創造的学習における倫理に反する不正行為を理解し説明できる（レポートや論文における盗用・剽窃(plagiarism)，剽窃ほう助，言語生成系AI

ツールの誤った活用）
L2

L3

L4
1.権利を侵害する他者の行為に気づき、相手を尊重しつつ(権利侵害行為について)伝え合うことができる。

2.自らが自己・他者のもつ価値観を尊重した行動を実践できる。

L1
1.他者とコミュニケーションしながら価値観の違いを理解し考えを調整できる。

2.人間の権利・倫理原則・看護倫理について知識を獲得できる。

L2

1.看護の対象となる人々の権利について考えを説明できる。

2.看護の対象となる人々の立場や考えを理解することの難しさを説明できる．

3.看護の対象となる人々の立場に立って支援することの難しさを説明できる。
L3

L4

L1 １．メンバーの役割とその必要性を理解し、メンバー間で共有しながら目標に向かって行動できる。
L2

L3

L4 １．チームの目標達成や成⾧にむけて相互理解をし、協調的な行動をとることができる。
L1 １．リーダーの役割とその必要性を理解し、メンバーと共に目標に向かって行動できる。

L2

１．リーダーシップを発揮するためにはどうしたらよいかを説明できる。

２．メンバーと目標を共有し、達成するための提案を行うことができる。

３．メンバーを励まし、助言、サポートすることができる。

４．自らの行動を振り返って適切なリーダシップのあり方を考察し、説明できる。

L3
１．目標達成のためにメンバーと公平に接し、メンバーへの動機付けが必要であることを説明できる。

２．目標達成のためにメンバーと公平に接し、メンバーの動機付けができる。

L4
１．看護管理（人材管理・業務管理・ストレス管理等）について説明できる。

２．チームのメンバーと、成果をあげるための具体的な計画・方法を考え、自らが率先して行動する。

D5：

倫理的姿勢

d1：自ら自己を内省する力を高め、自己と他

者の持つ価値観(考え方・言動)を尊重できる。
1.自身の言動が他者の価値観を否定したり、権利を侵害したりしていなかったか，振り返ることができる。

2. 他者の権利を擁護することの重要性を理解し説明できる。

d2：看護の対象となる人々の最善の利益を保

証するために、その対象の権利を尊重し、対

象の立場に立って考え支援する姿勢をもて

る。
1.対象者の最善の利益を保証するための適切な判断の難しさを知り、対象の立場に立った自己の考えをもつことができる。

2.看護の対象となる人々の権利を侵害する事象に気づき、その気づきを表現し討議できる。

D2：

課題解決能力

ｄ２：人々の多様な健康課題の解決に向け

て、科学的・研究的視点から研究成果を解釈

し、看護実践に活用できるとともに一連の研

究過程を実施できる。

D3:

パートナーシッ

プ

 看護の対象となる人々に深い関心と理解を

示し、互いに尊重しあい協働して合意した目

標に向かって共に歩む関係を創ることができ

る。

D4：

地域医療連携

能力

人々の生活と健康の質を高めるための目標を

多職種と共有し、社会状況の変化に応じた保

健医療福祉システムにおける関連機関・多職

種と連携・協働する必要性と看護専門職の果

たす役割を理解し説明できる。

d2：人を慈しむ心をもち、豊かな教養と人間

性を備える。

L

1

-

L

4

1.本学の歴史的背景を知り、創設の理念を理解し説明できる。

2.多様性に基づく「人間」と「社会」に対する理解について深めることができる。

3.人の痛み・苦痛や喜びを深く受けとめ，それを表現できる。

4.よりよく人と関わろうとする態度をとることができる。

D７：

メンバーシッ

プ・リーダー

シップ

ｄ1：チームの目標達成や成⾧にむけて自己の

責任・役割を理解し、メンバーと協働するこ

とができる（メンバーシップ）。

１．メンバーシップを発揮するためにはどうしたらよいかを説明できる。

２．他者の考えを理解し、新たな自分の考えや気づきをメンバーに伝えることができる。

d2：チームの目標達成や成⾧にむけてメン

バーの意識を高め、集団として成果を上げる

ためにチームを動かすことができる（リー

ダーシップ）。

D6：

教養に裏付けら

れた品格を備え

た態度

d1：社会規範意識を持ち、対象や周囲の状況

にあわせた礼節を尽くす。

L

1

-

L

4

1.相手を尊重する姿勢（身だしなみ、言葉使い、挨拶、立ち振る舞い等）をとることができる。

2.学生として公正な責任ある行動をとることができる（時間を守ることができる、報告・連絡・相談ができる、見せない・渡さない・もらわない

公正）。

3.学びの過程にある者としての誠実で積極的な学習態度をとることができる（ルールを順守できる）。



2025年度

DP ﾚﾍﾞﾙ

L1
１．国際看護を必要とする世界の現状と健康課題を理解し、関心をもつことができる。                      ２．国際

的なニュースに好奇心を持ち、探索することができる。

L2

１．地球規模で取り組むべき健康・医療問題であるグローバルヘルスに関する知識を利用して、自己の学修課題を見出すことができる。

２．異なる文化・人種・宗教・ジェンダー・価値観を受け入れる柔軟性をもち、外国人への看護の在り方を考えることができる。

３．国内外で看護活動を展開するためのキャリアデザインの構築に必要な条件を理解できる。

４．国際看護に関連した自らのキャリアデザインを描き、国際関連科目や活動に参加することができる。

５．SDGsの達成・ユニバーサル・ヘルス・カバレッジの実現における看護職の役割について理解を深め、看護の在り方を考えることができる。

L3

L4

L1

L2

L3
１．自らの考えを他者へ英語で伝え、看護を通した新たな人間関係を築くレベルまで深めることができる。

２．関心のある英語文献を検索し、内容を理解し、国際的観点から自身の研究テーマを掘り下げることができる。

L4
１．外国人に対する看護実践において、医療看護に必要な外国語を用いてコミュニケーションを行い対象の理解を深め、看護を実践できる。

２．関心のある英語文献を検索し、内容を理解し、国際的観点から自身の研究テーマを掘り下げ、看護実践に活かすことができる。

D8：

国際的視野

d1:他国の人々の健康問題に焦点をあてた看護

職の取り組みと方法を理解し、それに基いて

キャリアデザインを描くことができる。

１．異なる文化・人種・宗教・ジェンダー・価値観の多様性を受け入れる柔軟性をもち、外国人への看護の在り方を考えることができる。

２．国際看護に関連した自らのキャリアデザインを描き、国際的な視野を培う機会となる研修や活動に参加することができる。

３.SDGsの達成・ユニバーサル・ヘルス・カバレッジの実現における看護職の役割について理解を深め、看護の在り方を考えることができる。

４．看護の現場で医療英語を実際に使用して、対象の理解を深め、看護を実践することができる。

d2:実用的な英語力を備え、自分の言葉で話

し、新しい人間関係を築くためのコミュニ

ケーション能力をもつことができる。

１．英語を使って他者と日常的なコミュニケーションをとることができる。

２．看護の現場で使用される医療英語を理解することができる。

３．コミュニケーションにおける積極性・外向性・対象への関心をもつことができる。



東京慈恵会医科大学医学部看護学科カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

 
本学のカリキュラムは、教育理念、教育目標、ディプロマ・ポリシーに基づいて、「医療

基礎科目」「教養教育科目」「看護専門基礎科目」「看護専門科目」で構成する。 

 

「医療基礎科目」「教養教育科目」「看護専門基礎科目」のねらいは下記のとおりである。 

・高度化多様化する看護ニーズに対応するための基礎的知識と深い教養を涵養する。 

・変化し続ける社会の中で、自己の人間性を高め質の高い判断力を育成する。 

 

「看護専門科目」は生活援助の基礎、方法、実践、看護の統合と実践で構成され、そのね

らいは下記のとおりである。 

１．主体的学修能力育成のために、各学年に４年間一貫の看護総合演習を配置する。 

２．課題解決能力を育成するために、ライフテージや健康レベルに応じた看護ニーズを見

極め課題解決する科目を配置する。 

３．看護の対象者とパートナーシップを築き看護を提供する能力育成のための科目を、課

題解決能力育成のための科目と連動して配置する。 

４．変化する社会情勢に即した実践に必要な地域医療連携能力を育成するために、段階的

に複数の関連科目を配置する。 

５．看護の対象者の様々な権利や人権を尊重し、看護専門職者としての行動と責任を示す

倫理的姿勢を涵養する科目を全学年に配置する。 

６．低学年次に多様な科目から教養を学び、実習の中で段階的に看護専門職者としての品

格を備えた態度を涵養できる科目を配置する。 

７．組織の目的達成に向かって活動するためのメンバーシップとリーダーシップのあり方

を実践的に修得するために、学内演習科目と実習科目を組み合わせ配置する。 

８．国際的視野を育成するために、外国語によるコミュニケーション能力を育む科目、お

よび国際看護に関連する専門科目を配置する。 



D 8

グローバル・

ダイバーシティの視点

D 4

地域医療連携

能力

D 1

主体的学修

能力

看護総合演習Ⅳ

看護総合演習Ⅲ

看護総合演習Ⅱ

看護総合演習Ⅰ

D 2

課題解決能力

D 3

パートナーシップ

小児看護方法論Ⅱ

看護総合演習Ⅱ

小児看護学概論

地域連携実習

基礎看護学実習

D 5

倫理的姿勢

看護と倫理

精神看護学概論

D 6

教養に裏付けられた

品格を備えた態度

生活過程援助実習

D 7

メンバーシップ・

リーダーシップ

地域連携実習

看護総合演習Ⅰ

Global Nursing Practice Ⅰ

４

年

生

３

年

生

２

年

生

１

年

生

サ

ー

ビ

ス

・

ラ

ー

ニ

ン

グ

Global Nursing Practice Ⅱ

治療的コミュニケーション論

看護研究

看護総合演習Ⅲ

研究方法論

老年看護方法論Ⅱ

成人看護方法論

急性期看護論

周産期看護方法論Ⅱ

看護過程Ⅲ

臨床栄養学

疾病・治療学Ⅱ病理学

免疫学微生物学薬理学

生化学

疾病・治療学Ⅲ

看護過程Ⅰ

保健統計学

臨床心理学

公衆衛生学疫学

看護過程Ⅱ

生活過程援助実習

地域看護方法論Ⅱ

慢性期看護論

周産期看護方法論Ⅰ

精神看護方法論Ⅰ

生活過程援助論Ⅱ

生物学実験

生物学

疾病・治療学Ⅰ

解剖生理学Ⅲ解剖生理学Ⅱ

解剖生理学Ⅰ

成人看護学概論

症状マネジメント生活過程援助論Ⅰ

フィジカルアセスメント

母性看護学概論

情報科学

救急看護論

リハビリテーションケア論

精神看護方法論Ⅱ

家族看護論

小児看護方法論Ⅰ

生活過程援助実習

看護学概論

医療総論演習

地域看護学概論

老年看護学概論

看護対象論

日本語表現法

生命倫理学

病院管理学

クリティカルケア論

看護総合演習Ⅳ

看護研究

災害・健康危機活動論

在宅看護方法論

保健医療福祉行政論

公衆衛生看護管理論

公衆衛生看護活動論

地域看護方法論Ⅰ

在宅看護学概論

老年看護方法論Ⅰ

社会福祉学

日本国憲法 看護管理論

メンバーシップ・
リーダーシップ論

英語Ⅰ -1

Global Health and Nursing

外国語Ⅱ

医療英会話

人文科学系（哲学, 心理学, 教育学,
西欧史, 日本史, 比較文化学, ﾖｰﾛｯﾊﾟ
文化, 倫理学, 欧米文学,文化人類学)
音楽, 保健体育(講義・実技）

社会科学系（法学, 社会学, 政治学, 
経済学, 社会保障学, 社会政策学, 

国際関係論, 現代社会論,環境社会論
共生社会論), 家族社会学

基礎看護学実習

総 合 実 習

成 人 看 護 学 実 習 Ⅱ ・ 老 年 看 護 学 実 習 Ⅱ ・ 公 衆 衛 生 看 護 学 実 習 （選 択）

看護専門科目 〇必修

教養教育科目 〇必修 医療基礎科目 〇必修

看護専門基礎科目 〇必修

凡 例

実習科目 1年 2年 3年 4年

東京慈恵会医科大学医学部看護学科 カリキュラム・ツリー2026 （履修学年 1年生; 35期生）

教養教育科目 ●選択 医療基礎科目 ●選択

看護専門科目 ●選択

化学 物理学 科学哲学 数学

人間の生活とICT

精神看護学実習 母性看護学実習 小児看護学実習 成人看護学実習Ⅰ-1・2 ・ 老年看護学実習Ⅰ ・ 在宅看護学実習

緩和ケア論

化学実験 物理学実験

独語 仏語 中国語英語Ⅱ

英語Ⅰ -2

外国語Ⅰ

ボランティア論

＊2024年度改正カリキュラム

看護対象論

セクシュアリティ論

社会科学系（法学, 社会学, 
政治学,  経済学, 社会保障学, 
社会政策学, 国際関係論, 
現代社会論,環境社会論, 
共生社会論), 家族社会学

看護研究



D 4

地域医療連携

能力

D 1

主体的学修

能力

看護総合演習Ⅳ

看護総合演習Ⅲ

看護総合演習Ⅱ

看護総合演習Ⅰ

D 2

課題解決能力

D 3

パートナーシップ

小児看護方法論Ⅱ

看護総合演習Ⅱ

小児看護学概論

地域連携実習

基礎看護学実習

D 5

倫理的姿勢

看護と倫理

精神看護学概論

D 6

教養に裏付けられた

品格を備えた態度

生活過程援助実習

D 7

メンバーシップ・

リーダーシップ

地域連携実習

看護総合演習Ⅰ

D 8

国際的視野

Global Nursing Practice Ⅰ

４

年

生

３

年

生

２

年

生

１

年

生

サ

ー

ビ

ス

・

ラ

ー

ニ

ン

グ

総合実習〈国外実習コース〉

Global Nursing Practice Ⅱ

治療的コミュニケーション論

看護研究

看護総合演習Ⅲ

研究方法論

老年看護方法論Ⅱ

成人看護方法論

急性期看護論

周産期看護方法論Ⅱ

看護過程Ⅲ

臨床栄養学

疾病・治療学Ⅱ病理学

免疫学微生物学薬理学

生化学

疾病・治療学Ⅲ

看護過程Ⅰ

保健統計学

臨床心理学

公衆衛生学疫学

看護過程Ⅱ

生活過程援助実習

地域看護方法論Ⅱ

慢性期看護論

周産期看護方法論Ⅰ

精神看護方法論Ⅰ

生活過程援助論Ⅱ

生物学実験

生物学

疾病・治療学Ⅰ

解剖生理学Ⅲ解剖生理学Ⅱ

解剖生理学Ⅰ

成人看護学概論

症状マネジメント生活過程援助論Ⅰ

フィジカルアセスメント

母性看護学概論

情報科学

救急看護論

リハビリテーションケア論

精神看護方法論Ⅱ

家族看護論

小児看護方法論Ⅰ

生活過程援助実習

看護学概論

医療総論演習

地域看護学概論

老年看護学概論

看護対象論

日本語表現法

生命倫理学

病院管理学

クリティカルケア論

看護総合演習Ⅳ

看護研究

災害・健康危機活動論

在宅看護方法論

保健医療福祉行政論

公衆衛生看護管理論

公衆衛生看護活動論

地域看護方法論Ⅰ

在宅看護学概論

老年看護方法論Ⅰ

社会福祉学

日本国憲法 看護管理論

メンバーシップ・
リーダーシップ論

英語Ⅰ -1

Global Health and Nursing

外国語Ⅱ

医療英会話

人文科学系
（哲学, 心理学, 教育学, 西欧史, 
日本史, 比較文化学, ヨーロッパ文化,
倫理学, 欧米文学, 文化人類学)
音楽, 保健体育(講義・実技）

社会科学系（法学, 社会学, 政治学, 
経済学, 社会保障学, 社会政策学, 

国際関係論, 現代社会論,環境社会論
共生社会論), 家族社会学

基礎看護学実習

総 合 実 習

成 人 看 護 学 実 習 Ⅱ ・ 老 年 看 護 学 実 習 Ⅱ ・ 公 衆 衛 生 看 護 学 実 習 （選 択）

看護専門科目 〇必修

教養教育科目 〇必修 医療基礎科目 〇必修

看護専門基礎科目 〇必修

凡 例

実習科目 1年 2年 3年 4年

東京慈恵会医科大学医学部看護学科 カリキュラム・ツリー2026 （履修学年 2年生; ３４期生 3年生; 33期生）

教養教育科目 ●選択 医療基礎科目 ●選択

看護専門科目 ●選択

化学 物理学 科学哲学 数学

人間の生活とICT

精神看護学実習 母性看護学実習 小児看護学実習 成人看護学実習Ⅰ-1・2 ・ 老年看護学実習Ⅰ ・ 在宅看護学実習

緩和ケア論

化学実験 物理学実験

独語 仏語 中国語英語Ⅱ

英語Ⅰ -2

外国語Ⅰ

ボランティア論

＊2024年度改正カリキュラム

セクシュアリティ論

セクシュアリティ論看護研究



D 8

国際的視野

D 4

地域医療連携

能力

D 1

主体的学修

能力

看護総合演習Ⅳ

看護総合演習Ⅲ

看護総合演習Ⅱ

看護総合演習Ⅰ

D 2

課題解決能力

D 3

パートナーシップ

小児看護方法論Ⅱ

看護総合演習Ⅱ

小児看護学概論

地域連携実習

基礎看護学実習

D 5

倫理的姿勢

看護と倫理

精神看護学概論

D 6

教養に裏付けられた

品格を備えた態度

生活過程援助実習

D 7

メンバーシップ・

リーダーシップ

地域連携実習

Global Nursing Practice Ⅰ

４

年

生

３

年

生

２

年

生

１

年

生

サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
／

Global Nursing Practice Ⅱ

治療的コミュニケーション論

看護研究

在宅家族看護論

看護総合演習Ⅲ

研究方法論

老年看護方法論Ⅱ

成人看護方法論

急性期看護論

周産期看護方法論Ⅱ

看護過程Ⅲ

臨床栄養学

疾病・治療学Ⅱ病理学

免疫学微生物学薬理学

生化学

疾病・治療学Ⅲ

看護過程Ⅰ

保健統計学

臨床心理学

公衆衛生学疫学

看護過程Ⅱ

生活過程援助実習

地域看護方法論Ⅱ

慢性期看護論

周産期看護方法論Ⅰ

精神看護方法論Ⅰ

生活過程援助論Ⅱ

生物学実験

生物学

疾病・治療学Ⅰ

解剖生理学Ⅲ解剖生理学Ⅱ

解剖生理学Ⅰ

成人看護学概論

症状マネジメント生活過程援助論Ⅰ

フィジカルアセスメント

母性看護学概論

情報科学

救急看護論

リハビリテーションケア論

精神看護方法論Ⅱ

家族看護論

小児看護方法論Ⅰ

生活過程援助実習

看護学概論

医療総論演習

地域看護学概論

老年看護学概論

看護対象論

日本語表現法

生命倫理学

病院管理学

クリティカルケア論

看護総合演習Ⅳ

看護研究

災害・健康危機活動論

在宅看護方法論

保健医療福祉行政論

公衆衛生看護管理論

公衆衛生看護活動論

地域看護方法論Ⅰ

在宅看護学概論

老年看護方法論Ⅰ

医療福祉システム論

社会福祉学

日本国憲法 看護管理論

メンバーシップ・
リーダーシップ論

Global Health and Nursing

外国語Ⅱ

医療英会話

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

論

総 合 実 習

成 人 看 護 学 実 習 Ⅱ ・ 老 年 看 護 学 実 習 Ⅱ ・ 公 衆 衛 生 看 護 学 実 習 （選 択）

看護専門科目 〇必修

教養教育科目 〇必修 医療基礎科目 〇必修

看護専門基礎科目 〇必修

凡 例

実習科目 1年 2年 3年 4年

東京慈恵会医科大学医学部看護学科 カリキュラム・ツリー2026 （履修学年 4年生; 32期生）

教養教育科目 ●選択 医療基礎科目 ●選択

看護専門科目 ●選択

化学 物理学 科学哲学 数学

人間の生活とICT

精神看護学実習 母性看護学実習 小児看護学実習 成人看護学実習Ⅰ-1・2 ・ 老年看護学実習Ⅰ ・ 在宅看護学実習

応用看護論 基礎看護学

生涯キャリアコース 応用看護論 成人看護学

創傷ケア論コース

応用看護論 小児看護学

新生児・乳幼児看護論コース

応用看護論 成人看護学

緩和ケア論コース

化学実験 物理学実験

独語 仏語 中国語英語Ⅱ

＊2022年度改正カリキュラム

セクシュアリティ論

看護総合演習Ⅰ
英語Ⅰ -1人文科学系（哲学, 心理学, 教育学,

西欧史, 日本史, 比較文化学, ﾖｰﾛｯﾊﾟ
文化, 倫理学, 欧米文学,文化人類学)
音楽, 保健体育(講義・実技）

社会科学系（法学, 社会学, 政治学, 
経済学, 社会保障学, 社会政策学, 

国際関係論, 現代社会論,環境社会論
共生社会論), 家族社会学

基礎看護学実習

英語Ⅰ -2

外国語Ⅰ

看護研究



入学者受入れの方針（アドミッションポリシー） 
  

東京慈恵会医科大学医学部看護学科のアドミッションポリシー 本学の建学の精神・教育理念に基づく当学科カリキュラムを履修し、卒

業時に求められる能⼒を 達成できる学生として、以下のような人を求めています。  

１．学修をはじめとする様々な活動に主体的に取り組み、成⻑し続ける素地をもっている人  

２．看護に関⼼をもち、看護学を学ぶ上で必要となる基礎的な知識と基本的な判断⼒をもっている人  

３．自己と他者を尊重したコミュニケーションの素地をもっている人  

４．他者の⽴場に⽴って考え、想像⼒をもって⾏動できる人  

５．他者と協働し、創造的にチャレンジできる人  

６．広く社会への関⼼をもち、良識をもって⾏動できる人  

７．多様な⽂化的背景をもつ人々との交流に関⼼をもっている人  

⼀次試験における理科または数学の筆記試験では「数理的スキル」、「論理的思考⼒」、「問題解決能⼒」 から上記2を評価します。

国語の筆記試験では、「読解⼒」、「思考⼒」、「表現⼒」から同2、3、4、5を 評価します。英語の資格・検定試験スコアでは、

「異⽂化理解」および「英語でのコミュニケーション能 ⼒」から同7の⼀部を評価します。 二次試験では、「 面接」「調査書」の内

容から同1〜7を総合的に評価します。  

入学するまでに学んできてほしいこと 高等学校等において以下を身につけていることが望まれます。  

・国語︓⼗分な読解⼒、思考⼒、表現⼒  

・数学︓数学Ⅰ、数学Aについての⼗分な知識・技能と数学的思考⼒  

・外国語︓英語の⼗分な読解⼒、表現⼒、会話能⼒  

・理科︓化学・生物・物理についての基礎的知識と科学的な思考⼒ ・特別活動および課外活動︓自主性、豊かな発想、社会への関⼼、

協調的な態度や思いやりの⼼ 


